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２．「野洲市 人権問題・男女共同参画に関する市民意識調査」 

（令和元年（2019 年）10 月実施）の結果概要 

 調査の概要 

 

１．調査目的  
野洲市では 2016 年 3 月に「第３次野洲市人権施策基本計画」を策定し、年齢、性別、障がい、国籍、

出自などに関わらず、お互いの人権を尊重し、支え合ってくらす共生社会をめざして人権教育・啓発活

動に取り組んできました。 

また、性別に関係なくひとが持てる能力を十分に発揮し、互いの人権を尊重し合い、社会のあらゆる

分野へ公平に参画し、ともに責任を担える男女共同参画社会を実現するため、2016 年 3月に「第３次野

洲市男女共同参画行動計画」を策定して取り組みを進めているところです。 

このアンケートは、第４次計画の策定に向け、意識や実態、課題等を把握し、今後の取り組みの重要

な基礎資料とすることを目的としています。 

 

２．調査方法  
(1) 調査対象地域   野洲市全域 

(2) 調査対象者   野洲市の住民基本台帳から 20 歳以上の男女を無作為抽出 

(3) 標 本 数   1,000 人（女性 500 人、男性 500 人） 

(4) 調 査 方 法   郵送による自記式アンケート調査 

(5) 調 査 期 間   令和元年 10月 16 日～11 月 22 日 

(6) 実 施 機 関   野洲市総務部人権施策推進課 

 

３．回収結果  
(1) 配 布 数   1,000 通 

(2) 有効回収数   355 通 

(3) 有効回収率   35.5 ％ 

 

４．調査データの表示  
(1) 百分率（％）は、小数点以下第 2位を四捨五入し、小数点以下第 1位までを表示しています。四捨 

五入の結果、個々の比率の合計と全体の占める数値が一致しないことがあります。 

(2) 比率は、特に断りがない限り、すべて各設問の無回答、不明を含む集計対象総数（枝設問では、設 

問該当対象者数）に対して百分率（％）で表しています。 

(3) 階層集計の百分率（％）は、すべて各階層毎の該当対象者数を 100 としています。 

(4) 性別、年齢別、性別・年齢別と全体との比較や各階層間での比較で特徴的な傾向が見られた場合

は、グラフ又は文章で表現しています。 

(5) 性別又は年齢が不明の場合や無回答の場合は、階層別の集計には含んでいません。  
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５．標本構成（回答者プロフィール）  
(1) 性別構成 

表【性別構成】             図【性別構成】 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆回答者における性別構成をみると、女性が 48.5％（172 人）、男性が 47.3％（168 人）、不明・無回答

が 4.2％（15 人）となっており、回答者はやや女性の比率が多くなっている。 

 

 

 (2) 年齢別構成 

図【年代別構成】              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆回答者における年齢別構成をみると、70 歳代以上が 30.7％と最も多く、次いで 60 歳代が 22.5％と

なっている。30～50 歳代は 12～14％前後となっているが、20 歳代は 5.9％と低くなっている。 

 

 

 

 

 

  実数（人） 構成比 

女性 172 48.5% 

男性 168 47.3% 

不明・無回答 15 4.2% 

合計 355 100.0% 

女性

48.5%
男性

47.3%

不明・無回答

4.2%

20歳代(21人)

5.9%
30歳代（43人）

12.1%

40歳代（50人）

14.1%

50歳代（50人）

14.1%
60歳代（80人）

22.5%

70歳代以上（109人）

30.7%

不明・無回答（2人）

0.6%
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(3) 職業別構成 

図【職業別構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆回答者の職業別構成は、「勤め人（正規社員・職員）」が 29.3％で最も多く、次いで「無職」が 28.5％、

「勤め人（非正規社員・職員（臨時・ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ等））」が 18.6％、「家事専業」が 12.7％と続い

ている。 

 

図【職業別構成（性別ごと）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆性別（不明・無回答を除く）でみると、女性では「勤め人（非正規社員・職員（臨時・ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞ

ｲﾄ等））」が 30.2％と最も多く、次いで「家事専業」が 23.3％となっている。男性では「勤め人（正

規社員・職員）」が 44.6％と最も多く、次いで「無職」が 33.9％となっている。 

  

勤め人（正規社員・

職員）

29.3%

勤め人（非正規社

員・職員（臨時・ﾊﾟｰ

ﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ等））

18.6%自由業、自営業

（農林漁業含む）

7.9%

家事専業

12.7%

学生

1.7%

無職

28.5%

その他

1.1%

不明・無回答

0.3%

16.3%

44.6%

30.2%

7.7%

6.4%

10.1%

23.3%

0.6%

1.7%

1.8%

20.9%

33.9%

1.2%

1.2%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

勤め人（正規社員・職員） 勤め人（非正規社員・職員（臨時・ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ等））

自由業、自営業（農林漁業含む） 家事専業

学生 無職

その他 不明・無回答
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(4) 学区別構成 

図【学区別構成】               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆回答者における学区別構成をみると、中主学区が 26.2％と最も多く、次いで、野洲学区 23.4％とな

っている。また、最も少なかったのは篠原学区で 7.3％となっている。 

 

 (5)家族構成 

図【家族構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆回答者における家族構成をみると、「2世代世帯（親と未婚の子）」が 32.1％と最も高く、次いで

「1世代世帯（夫婦のみ）」が 30.4％、「3世代世帯（親と子と孫）」が 12.4％となっている。 

 

 

 

単身世帯（一人暮らし）

7.6%

1世代世帯（夫婦のみ）

30.4%

2世代世帯（親と未婚の子）

32.1%

2世代世帯（親と子の夫婦）

11.0%

3世代世帯（親と子と孫）

12.4%

その他

5.6%

不明・無回答

0.8%

野洲学区

23.4%

祇王学区

11.8%

北野学区

17.7%

三上学区

13.0%

篠原学区

7.3%

中主学区

26.2%

不明・無回答

0.6%
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（問１～問 17 は人権問題に関する市民意識調査のため省略しています。） 

1.男女共同参画に関する学習の機会について   
 

問１８ 今までに、男女共同参画に関する講演会、講座、イベント・催しなどに参加したこ

とがありますか。市外で開催されるものも含みます。（それぞれ１つに○）（新規項目） 

【図 18-1】全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 18-2】男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆全体をみると、最も参加が多かったのは「男女共同参画フォーラム」で、「1 回だけ参

加した」「2～4 回くらい参加した」「5 回以上参加した」の 3 つの回答を合計した参加率

は 24.3％となっている。また、「参加したことがない」と回答した人の割合は、すべて

の項目で 70％以上となっている。 

◆男女別にみると、「A.男女共同参画フォーラム」を除いては、男性の方が参加したこと
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があると回答した人の割合が高くなっている。 

２．男女の地位に関する意識について  

(1) 各分野での男女の地位の平等感 

問 １９ あなたは、次にあげる分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。 

①～⑧の項目について、それぞれ右の 1～6 のあてはまる番号に○印をつけてくだ

さい。（それぞれ１つに○） 

【図 19-1】全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 19-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.0%

9.3%

13.4%

2.0%

9.4%

30.0%

11.4%

27.2%

56.0%

34.5%

42.2%

10.6%

30.5%

42.5%

30.1%

50.7%

17.3%

38.4%

23.0%

54.4%

38.6%

14.3%

37.8%

10.6%

5.9%

7.3%

4.1%

3.1%

6.2%

1.5%

4.4%

1.8%

0.3%

2.6%

0.5%

0.3%

0.3%

0.3%

1.1%

0.2%

4.2%

4.4%

10.1%

22.5%

11.1%

7.5%

10.7%

5.9%

3.3%

3.4%

6.8%

7.2%

3.9%

3.9%

4.4%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①社会全体でみて

②家庭生活で

③職場の中で

④学校教育の場で

⑤地域活動の場で

⑥政治の場で

⑦法律や制度のうえで

⑧社会通念、慣習、

しきたりなどで

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている
平等である どちらかといえば女性が優遇されている
女性が優遇されている わからない
不明、無回答
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【図 19-3】男女別 
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【図 19-4】前回調査 男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆各分野における男女の平等感については、「男性が優遇されている」と「どちらかと

いえば男性が優遇されている」を合わせた、男性優位と回答した人の割合が高いも

のとしては、「社会通念、慣習、しきたりなどで」が 76.0％（前回 H26 年調査（以

下、「前回」という。）77.9％）が最も多く、次いで「政治の場で」が 72.6％（前回

72.5％）、「社会全体で見て」が 67.9％（前回 69.0％）と続いている。 

「平等である」と回答した人の割合が最も多いのは、「学校教育の場で」で 50.1％

（前回 54.4％）となっている。 

◆県の調査※1 では、男性優位と回答した人の割合が多いものとしては、「社会通念、

慣習、しきたりなどで」が 77.3％で最も多く、次いで「政治の場で」が 76.9％、「社

会全体で見て」が 72.7％となっている。 

「平等である」と回答した人の割合が最も多いのは、「学校教育の場で」で 54.5％

となっており、本市と同じ傾向となっている。 

◆男女別で見ると、すべての項目において、女性の方が「男性が優遇されている」、「ど

ちらかといえば男性が優遇されている」と男性優位と回答した人の割合が高くなっ

ており、最も差があるのは、「家庭生活の場で」で 16.7％差があった。「平等である」

と回答した人の割合は、すべての項目において女性に比べて男性の方が高くなって

いる。 

※1（令和元（2019 年）12 月発行の男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査報告書より） 
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(2) 日常生活の中での男女の地位の不平等感 

問２０ あなたが、日常生活の中で、男女の不平等感を最も感じるところはどこです

か。（１つに○）  

【図 20-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 20-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆全体では、「地域社会」が 25.9％（前回 22.6％）と回答した人の割合が最も高く、

次いで「職場」が 22.0％（前回 24.6％）となっている。 

◆男女で差がある項目を見ると、「家庭」と回答した人の割合は、女性が 18.6％（前

回 25.1％）であるのに対し、男性は 10.1％（前回 9.4％）となっている。また、「職

場」と回答した人の割合は、男性が 25.6％（前回 29.5％）であったのに対し、女性

は 18.0％（前回 20.4％）となっている。「不平等は感じない」と回答した人の割合

は、男性が 18.5％（前回 25.6％）であったのに対し、女性は 13.4％（前回 17.2％）

となっている。 

 

 

 

17.9%

25.1%

9.4%

24.6%

20.4%

29.5%

1.4%

0.7%

2.1%

22.6%

22.6%

22.6%

21.1%

17.2%

25.6%

9.7%

10.4%

9.0%

2.7%

3.6%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

家庭 職場 学校 地域社会 不平等は感じない わからない 不明・無回答
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(3) 地域活動の役割分担 

問 ２１ あなたのお住まいの地域では、地域活動の役割分担はどのようになっていま

すか。①～⑥の項目について、それぞれ右の 1～6 のあてはまる番号に○印をつ

けてください。（それぞれ１つに○） 
【図 21-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 21-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域活動の役割分担については、「主として男性の役割」と「どちらかといえば男性の

役割」を合わせた回答率が高いものを見ると、「祭りや葬儀の運営、取仕切り」が 62.6％

（前回 67.6％）、「集会などの運営、取仕切り」が 62.3％（前回 68.1％）、「地域役員や

催しものの企画、決定」が 58.0％（前回 63.2％）で上位にきている。一方、「主として

女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」を合わせた回答率が高いものをみると、

「集会などでのお茶くみ、調理」が 61.7％（前回 69.7％）と極端に高くなっている。 

 

23.6%

26.2%

0.8%

24.9%

2.1%

0.5%

39.6%

41.9%

2.4%

42.7%

15.0%

1.8%

18.1%

15.1%

12.2%

13.7%

24.8%

3.6%

1.6%

1.3%

45.3%

0.8%

19.9%

1.0%

0.5%

0.0%

24.4%

0.2%

6.8%

0.0%

13.7%

11.6%

11.9%

14.0%

26.4%

13.0%

2.9%

3.9%

2.9%

3.7%

5.0%

80.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①地域役員や催しものの

企画、決定

②集会などの運営、

取仕切り

③集会などでの

お茶くみ、調理

④祭りや葬儀の

運営、取仕切り

⑤PTAや保護者会

の運営、取仕切り

⑥その他

主として男性の役割 どちらかといえば男性の役割 両方同じ程度

どちらかといえば女性の役割 主として女性の役割 わからない

不明・無回答
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(4) 制度や用語の周知状況 

問 ２２ あなたは下記の言葉や事柄をご存知ですか。①～⑩の項目について、それぞ

れ右の 1～3 のあてはまる番号に○印をつけてください。（それぞれ１つに○） 

 

【図 22-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 22-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆「内容まで知っている」という認知度の高い項目は、「セクシュアルハラスメント」

が 75.8％（前回 74.3％）、「ドメスティック・バイオレンス」が 74.9％（前回 72.5％）

となっている。反対に、「まったく知らない」という認知度の低い項目は、「ポジティ

ブ・アクション」68.2％（前回 66.6％）、「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ」65.1％

（前回 69.1％）となっている。 

 

15.0%

3.9%

4.7%

4.2%

18.7%

14.2%

74.3%

72.5%

4.9%

60.9%

45.6%

41.0%

21.7%

29.8%

24.3%

15.3%

16.6%

19.2%

19.4%

43.6%

48.7%

66.6%

44.6%

52.6%

3.4%

4.7%

69.1%

4.7%

6.8%

5.5%

7.5%

6.8%

9.0%

7.0%

6.2%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男女共同参画社会基本法

滋賀県男女共同参画推進条例

野洲市男女共同参画推進条例

ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ・ｱｸｼｮﾝ

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ

ｴﾝﾊﾟﾜｰﾒﾝﾄ

ｾｸｼｬﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ

DV（ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ・ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ）

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞ・ﾍﾙｽ/ﾗｲﾂ

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない 不明・無回答
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３．仕事について    
（1）男女間格差 

問 ２３ あなたの職場では、男女間で格差があると感じることがありますか。 

（どちらかに○）（新規項目） 

【図 23-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 23-2】男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆職場で、「男女間格差がある」と回答した人は、38.1％となっている。 

◆男女別にみると、「男女間格差がある」と回答した人の割合は、女性 30.1％、

男性 43.0％で男性の方が高くなっている。 
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問２４-１ あなたの職場では、どのような格差がありますか。 

※問２３で男女間格差が「ある」と回答した方。 

（あてはまるものすべてに○）（新規項目） 

【図 24-1-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 24-1-2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆男女間格差の内訳としては、「仕事内容」と回答した人が最も多く 26.2％、次

いで「昇進・昇格」が 14.9％となっている。 

◆男女別にみると、男性、女性ともに「仕事内容」と回答した人が最も多く、男

性 30.8％、女性 19.4％となっている。 

 また、「募集・採用」と回答した人の割合は、男性 14.0％に対し、女性 4.3％と

なっており、男女間で差がみられた。 
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問２４-２ あなたは、職場の男女間格差の原因は何だと思いますか。 

  （あてはまるものすべてに○）（新規項目） 

【図 24-2-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 24-2-2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆職場の男女間格差の原因については、「肉体的・体力的な差」とする回答が 22.3％

で最も多く、次いで「男・女という性別によって役割が違うという意識」が 17.8％、

「女性は結婚や出産、育児のために働き続けにくい」が 17.8％となっている。 

◆男女別にみると、男性は「肉体的・体力的な差」とする回答が 27.1％と最も多いの

に対し、女性は「女性は結婚や出産、育児のために働き続けにくい」とする回答が

20.4％と最も多くなっており、職場の男女間格差の原因と考えている事柄に差がみ

られた。 

 また、「女性の職業人としての意識の低さ」は、男性 10.3％、女性 2.2％と男女の

差が大きくなっている。 



- 77 - 

 

（2）女性の働き方について 

問 ２５ あなたが理想とする女性の働き方の形はどれですか。（１つに○） 

（項目一部変更） 

  

【図 25-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査では、「仕事をもつ」という表現を変更した。 

 

【図 25-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆女性の働き方については、「子どもができたら仕事を一時やめ、大きくなったら再び

仕事に就く」とする回答が 43.9％（前回 36.8％）で最も多く、次いで「結婚、出産

に関わらず、仕事を続ける」が 41.1％（前回 34.2％）となっており、前回調査と順

位は変わらなかったものの、「子どもができたら仕事を一時やめ、大きくなったら再

び仕事に就く」が 7.1％、「結婚、出産に関わらず、仕事を続ける」が 6.9％、それぞ

れ増加している。  
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問 ２６ 女性が仕事を続けていくためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（○は３つまで）（項目一部変更） 

【図 26-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 26-2】前回調査 
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※今回調査では、前回調査の「女性は家で家事をするという考え方を社会全般で改めていくこと」を削除。一

部の項目を加筆・統合した。 

 

◆「男女が共に労働時間を短縮し、日常的に男女が共に家事・育児・介護を分担する

こと」が 47.3％、「家族やまわりの人の理解と協力があること」が 47.3％（前回

59.6％）と最も多くなっている。次いで「子育てが終わった後に再就職しやすくす

ること」が 36.6％(前回 47.9％)、「育児、介護、家事を支援してくれる施設や制度、

サービスを充実させること」が 31.5％（前回 52.3％）となっている。 

◆県の調査では、「男女がともに日常的に家事・育児・介護を分担すること」が 51.9％、

と最も多く、次いで「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解があること」が49.5％

となっており、市、県ともに同じ傾向になっている。 
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４．結婚や子育てについて 

（1）結婚しているか 

問 ２７ あなたは、結婚していますか。（１つに○） 
 

【図 27-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 27-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆結婚していると回答した人の割合が最も高く、77.2％となっている。 
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（2）結婚、離婚や性別役割分担についての考え方 

問 ２８ 結婚、離婚や性別役割分担についての次の①～⑥の項目について、それぞ

れ右の 1～5 のうち、あなたの考えに最も近いものを選んで○印をつけてくだ

さい。（それぞれ１つに○） 

【図 28-1】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図 28-2】前回調査 
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【図 28-3】男女別 
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【図 28-4】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査結果では、「わからない」「不明・無回答」を除いたグラフとしていたが、今回調査と比較

のため、「わからない」「不明・無回答」を含めたグラフに変更。 

 

◆各項目のうち、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた肯定的

な回答は、「結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよ

い」が 73.8％（前回 62.5％）で最も多く、次いで「結婚しても夫婦間の愛情が

なくなれば、離婚するのもやむを得ない」が 70.2％（前回 57.9％）と割合が高

くなっている。また、逆に、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わな

い」を合わせた否定的な回答は、「男性は外で働き、女性は家庭を守る方がよい」

が 71.3％（前回 61.5％）が最も多く、次いで「女性の幸福は結婚にあるのだか

ら、女性は結婚する方がよい」が 70.9％（前回 60.3％）と続いている。 

◆男女別にみると、「女性の幸福は結婚にあるのだから、女性は結婚する方がよい」、

「男性は外で働き、女性は家庭を守る方がよい」以外の項目は、いずれも女性の

方が男性より 10～15％前後肯定的な回答が多くなっている。 

◆「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」、「夫婦が別々の姓を名乗ること

を、制度として認めてもよい」、「結婚しても夫婦間の愛情がなくなれば、離婚す

るのもやむを得ない」については、肯定的な意見が 50％を超えており、前回調査

と比べ、肯定的な意見が大きく増加している。 
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（3）男性が家事・育児をすること  

問 ２９ あなたは、毎日の生活の中で男性が家事（炊事・洗濯・掃除）・育児など

をすることについて、どう思いますか。（１つに○）（新規項目） 

 
【図 29-1】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆全体でみると、「積極的に家事・育児をすべきだ」と「なるべく家事・育児をすべ

きだ」を合わせた肯定的な回答は 90.4％となっている。 

◆男女別にみると、「積極的に家事・育児をすべきだ」と「なるべく家事・育児をす

べきだ」を合わせた肯定的な回答は女性 93.0％、男性 89.9％とどちらも高い結果

となっているが、「積極的に家事・育児をすべきだ」と回答した人は、女性 47.1％、

男性 35.1％と女性の方が 12％高くなっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 85 - 

 

５．家庭生活について 
（1）家庭の仕事の役割 

問 ３０ 下の表のような家庭での役割について、あなたはどのように思われます

か。①～⑩の項目について、【現状】と【理想】について、それぞれ 1～

7 のあてはまる番号に○印をつけてください。 

    配偶者のいない方は、【理想】のみお答えください。（それぞれ１つに○） 

    （一部変更） ※今回調査は【現状】を追加  
 

【図 30-1】全体現状 
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【図 30-2】全体理想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 30-3】前回調査（理想） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費を稼ぐ

日々の家計の管理

食事のしたく

食事の後かたづけ

掃除、洗濯

日常の買い物

介護の必要な高齢者

・病人の世話

子どもの教育としつけ

乳幼児の世話

地域活動への参加

主として夫の役割 どちらかといえば夫の役割 両方同じ程度の役割 どちらかといえば妻の役割

主として妻の役割 その他の家族の役割 いずれにも該当しない 不明・無回答
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【図 30-4】男女別（男性現状） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 30-5】男女別（女性現状） 
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【図 30-6】男女別（男性理想） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 30-7】男女別（女性理想） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 89 - 

 

◆全体の「現状」をみると、「生活費を稼ぐ」では、「主として夫の役割」と「どち

らかといえば夫の割合」を合わせた割合は、66.2％となっている。逆に、「主とし

て妻の役割」と「どちらかといえば妻の割合」を合わせた割合が 50％を超えてい

る項目は、「日々の家計の管理」、「食事のしたく」、「食事の後かたづけ」、「掃除、

洗濯」、「日常の買い物」、「乳幼児の世話」となっている。また、各項目で最も多

い数値となった回答が「両方同じ程度の役割」であった項目は、「日常の買い物」、

「介護の必要な高齢者・病人の世話」、「子どもの教育としつけ」、「地域活動への

参加」となっている。 

 ◆全体の「理想」をみると、すべての項目において、「両方同じ程度の役割」が最も

多い割合となっており、「理想」と「現状」に差がみられる。 

 ◆男女別に「現状」をみると、男性は、多くの項目で「両方同じ程度の役割」が最

も多い割合となっているのに対し、女性は、多くの項目で「主として妻の役割」

または、「どちらかといえば妻の役割」が最も多い割合となっており、男女間で差

があるという結果になっている。 

 ◆男女別に「理想」をみると、「生活費を稼ぐ」の項目については、男性、女性とも

に「主として夫の役割」と「どちらかといえば夫の割合」が多くなっているもの

の、すべての項目で、「両方同じ程度の役割」が最も多くなっている。また、家事・

育児に関する項目では、「主として妻の役割」と「どちらかといえば妻の割合」と

回答した人の割合が多くなっているが、男女で大きな差はなかった。 

◆県の調査（現実）では、「主に夫（男性）」と「主に夫（男性）だが、妻（女性）

も分担」を合わせた割合が高い項目は、「生活費を稼ぐ」78.3％、「地域活動への

参加」43.8％となっている。 一方、「主に妻（女性）」と「主に妻（女性）だが、

夫（男性）も分担」を合わせた割合が高い項目は、「食事のしたく」、「掃除、・洗

濯」、「日常の買い物」、「食事の後かたづけ」、「育児」となっており、市、県とも

に同じ傾向になっている。 
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６．男性の参画について 

（1）男性が育児・介護休業を取得すること 

問 ３１ 育児や家族介護を行うために育児休業や介護休業を取得できる制度があり

ますが、あなたは、男性が育児休業や介護休業をとることについてどう思い

ますか。 

 

【図 31-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 31-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「育児休業」は、「積極的にとった方がよい」と「どちらかといえばとった方がよ

い」を合わせた肯定的な回答は、76.9％（前回 69.9％）で、逆に「とらない方が

よい」と「どちらかといえばとらない方がよい」を合わせた否定的な回答は、

17.8％（前回 16.8％）となっている。 

◆「介護休業」は、「積極的にとった方がよい」と「どちらかといえばとった方がよ

い」を合わせた肯定的な回答は、85.7％（前回 75.3％）で、逆に「とらない方が

よい」と「どちらかといえばとらない方がよい」を合わせた否定的な回答は、8.7％

（前回 12.5％）となっている。 

◆いずれも多くの人が取得に肯定的な回答でしたが、「育児休業」より「介護休業」

の方が肯定的な意見が多くなっている。 

 

 

 

 

30.0%

33.6%

39.9%

41.7%

12.7%

9.1%

4.1%

3.4%

7.5%

8.3%

5.9%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業

介護休業

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明・無回答
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（2）育児・介護休業の取得    

問３２ あなた又は配偶者は、育児休業や介護休業を取得したことがありますか。

配偶者のいない方は、【あなた】のみお答えください。 

（それぞれ１つに○）   （新規項目） 

 

【図 32-1】男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 32-2】女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「育児休業」をみると、「取得した」と回答した人は、男性 1.2％、女性 19.8％で、

18％以上の差がみられる。一方、「取得したかったが、取得できなかった」と回答し

た人は、男性 8.9％、女性 5.8％で、男性の方が多いという結果となっている。 

◆「介護休業」をみると、「取得した」と回答した人は、男性 1.8％、女性 4.1％であ

り、男女ともに低い結果となっている。 
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（3）男性が家事、育児、介護などに参加するために必要なこと 

問 ３３ あなたは、今後男性が女性とともに家事、子育て、介護などに積極的に参

加していくためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで） 

    （項目一部変更） 

【図 33-1】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図 33-2】前回調査（○はいくつでも） 
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※今回調査では、前回調査の「国や地方自治体などの研修等により、男性の家事や子育て、介護等の技

能を高めること」「家庭や地域と仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい窓口を設けるこ

と」を削除した。 

 

◆「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が 58.3％で最も多く、

次いで「男性自身が抵抗なく家事などに参加すること」が 49.0％、「労働時間短縮

や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」

が 36.3％となっている。 
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７．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 
（1）共働きしている（する）か 
問 ３４ 共働きの有無（結婚していない方は結婚したらどうしますか。）（１つに○） 
 

【図 34-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 34-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「共働きしている（する）」と「共働きしていた」を合わせると、78.6％の人が共

働きの経験があるか、共働きしたいという意識があることがわかった。 

 

 

 

 

 

共働きしている

（する）

43.3%

共働きして

いない

（しない）

16.6%

共働きを

していた

30.8%

不明・

無回答
9.3%



- 95 - 

 

（2）配偶者の職業 

問 ３５ 配偶者（またはパートナー）がいる方にお聞きします。 

あなたの配偶者（またはパートナー）の職業は。（１つに○） 

 

【図 35-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 35-2】男女別 
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【図 35-3】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 35-4】前回調査 男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆全体で最も多かった回答は、「勤め人（正規社員、職員）」が 36.2％で最も多く、

次いで「勤め人（非正規社員、職員（臨時・パート・アルバイト等））」が 21.7％

と続いている。 

◆男女別にみると、女性の配偶者は「勤め人（正規社員、職員）」が 52.0％となって

いるものの、男性の配偶者で最も多いのは「勤め人（非正規社員、職員（臨時・パ

ート・アルバイト等））」で 35.2％となっており、男女で差がみられる。 
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（3）生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「プライベートな時間」の優先度 

問 ３６ 「仕事」、「家庭生活」、「プライベートな時間」の優先度について、あなた

の【現状】の優先度と、【理想】の優先度をお答えください。 

（それぞれ１つに○） （項目一部変更） 

 

【図 36-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査では、前回調査の「仕事」「家庭」「地域・個人の生活」の単独の選択肢だけでなく、それぞ

れの組み合わせパターンも選択肢として追加した。 

 

【図 36-2】男女別（現状） 
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【図 36-3】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「理想」をみると、「仕事・家庭生活・プライベート」が 38.3％で最も多く、次いで、「家

庭生活・プライベート」が 16.3％、「仕事・家庭生活」が 16.1％となっている。一方、

「現実（現状）」をみると、「仕事・家庭生活」が 25.4％、「仕事」20.3％、「家庭生活」

が 17.2％となっており、「理想」と「現状」には、大きな差がみられる。 

◆男女別に「現状」をみると、男女ともに「仕事・家庭」と回答した人の割合が最も多く、

2 番目に多い回答は、男性は「仕事」で、女性は「家庭」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.3%

33.2%

65.3%

48.5%

12.2%

9.4%

3.6%

4.4%

4.6%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望

現実（現状）

仕事 家庭生活 地域・個人の生活 わからない 不明・無回答
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（4）仕事と生活の調和がとれる生活（ワーク・ライフ・バランス）の取組で必要なこと 

問 ３７ 「仕事と生活の調和がとれる生活（ワーク・ライフ・バランス）が実現され

た社会」に近づくために、企業による取り組みと行政による取り組みが考えら

れますが、あなたはそれぞれどのような取組が必要だと思われますか。あなた

のお考えに近い番号を選んでください。 （項目一部変更） 

 

 

【図 37-1】企業による取り組み（○は 3 つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査では、前回調査の設問項目の一部を統合した。 
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【図 37-2】前回調査（企業による取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「企業による取り組み」では、「無駄な業務・作業を減らし、労働時間を短縮する」

が 42.0％で最も高く、次いで「管理職の意識改革を行う」が 39.4％、「育児・介

護等の休業・休暇制度を充実し、育児・介護休暇をとりやすくする」が 33.5％と

なっている。 

◆県の調査では、「管理職の意識改革を行う」が 45.5％で最も高く、次いで「無駄

な業務・作業をなくし、労働時間を短縮する」が 42.2％、「育児・介護等の休業・

休暇を充実し、育児休業・介護休業を取りやすくする」が 41.0％となっており、

市、県ともにほぼ同じような傾向になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.0%

15.8%

33.7%

12.4%

8.8%

31.8%

16.1%

7.5%

8.3%

9.8%

30.6%

26.7%

11.9%

8.0%

2.6%

4.6%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40%

社長や取締役がリーダーシップを発揮

してワーク・ライフ・バランスに取り組む

企業の中で、ワーク・ライフ・バランスを

推進する責任者を決める

管理職の意識改革を行う

管理職以外の社員の意識改革を行う

仕事の量を減らす

無駄な業務・作業を減らす

年休の取得計画をつくる

取引先や下請企業に無理な要求をしない

社員を増やす

ノー残業デーを設ける

育児・介護休暇をとりやすくする

育児・介護等の休業・休暇制度

を充実する

時間短縮勤務ができるようにする

在宅勤務ができるようにする

その他

特になし

不明・無回答
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【図 37-3】行政による取り組み（○は 3 つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 37-4】前回調査（行政による取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.6%

23.9%

17.6%

18.4%

8.8%

7.0%

16.0%

44.5%

47.4%

14.8%

3.1%

5.9%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ワーク・ライフ・バランスについて

の重要性についてPRする

官庁や地方自治体がワーク・ライフ・

バランスを自ら実践する

ワーク・ライフ・バランスが進んでいる

企業の事例を紹介する

ワーク・ライフ・バランスについての

企業の情報を公開させる

ワーク・ライフ・バランスが

進んでいる企業を表彰する

ワーク・ライフ・バランスに取り組む

企業を入札等の制度で優遇する

求職者や学生にワーク・ライフ・バランスの

進んでいる企業の情報を提供する

保育所や介護施設などを拡充する

育児・介護等を行う家族を支える

制度を充実させる

ワーク・ライフ・バランスが進んでいる

企業に助成金を支給する

その他

特になし

不明・無回答
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◆「行政による取り組み」では、「育児・介護等を行う家族を支える制度を充実させ

る」が 43.9％（前回 47.4％）で最も高く、次いで「保育所や介護施設などを拡

充する」が 43.4％(前回 44.5％)となっている。 
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８．配偶者や恋人・パートナー間での暴力について 
（1）配偶者や恋人・パートナー間での暴力の経験の有無 

問 ３８ 配偶者や恋人など親しい人間関係の中で起こる身体的・心理的・性的な暴力

（ＤＶ：ドメスティック・バイオレンス）について、あなたは配偶者や恋人・

パートナーからの暴力を経験したことがありますか。 

   （１つに○）  （項目一部変更） 

【図 38-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「自身が経験」「まわりの人が経験」「経験なし」であったが、今回調査では、「自身

の経験」のみに変更した。 

 

【図 38-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆全体をみると、過去又は現在、暴力を受けたことがあると回答した人の割合は、

7.4％となっている。 

◆男女別にみると、過去又は現在、暴力を受けたことがあると回答した人の割合は、

女性 12.8％、男性 2.4％となっている。 

  

 

直接経験したことが

ある

7.8%

直接経験したことは

ないが、

自分のまわりに経験

した

（している）人がい
る

22.1%
直接経験したことは

なく、自分のまわり
に経験した（してい

る）人もいない

62.5%

不明、無回答

7.5%
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（2）この 5 年間に経験した DV の内容 

問３８で「1.過去に暴力を受けたことがある」「2.現在も暴力を受けることがある」

と回答した人のみ回答 

問 ３９-１ 配偶者（恋人・パートナー）からの次の行為について、あなたはこ

の５年間に経験したことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 
 

１. 配偶者（恋人・パートナー）に「誰のおかげでおまえは食べられるんだ」 

などと言われた 

２. 配偶者（恋人・パートナー）に暴力をふるわれた  

３. 配偶者（恋人・パートナー）に自分の意に反して性的な行為を強要された

 ４. 配偶者（恋人・パートナー）に外出や電話などを細かく監視された 

 ５. 決めごとをする時に配偶者（恋人・パートナー）に意見を無視された  

６. その他（具体的に：                     ） 
   
問 ３９-２ そのような時、誰かに相談しましたか。（１つに○） 

１. 相談した 

２. 相談しなかった（理由：                ） 

【図 39-1-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 39-1-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 105 - 

 

【図 39-2-1】                【図 39-2-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆具体的な DV の内容としては、「配偶者（恋人・パートナー）に『誰のおかげでおま

えは食べられるんだ』などと言われた」が 53.8％で最も多く、次いで「配偶者（恋

人・ﾊﾟｰﾄﾅｰ）に暴力をふるわれた」が 38.5％、「決めごとをする時に、配偶者（恋

人・ﾊﾟｰﾄﾅｰ）に意見を無視された」が 23.1％となっている。 

◆誰かに「相談した」人の割合は、30.8％（前回 25.0％）であるのに対し、「相談し

なかった」人の割合は、61.5％（前回 45.8％）と、相談しなかった人の割合の方

が高くなっている。 

 

◆相談しなかった理由は、以下のとおり（内容は原文のまま掲載） 

 ・福祉の人、保健婦も信頼出来る人がいない為 （女性） 

 ・一時的だったから（女性） 

 ・ささいな夫婦ゲンカ（女性） 

 ・いつものことだから、気にしない。（女性） 

 ・しゆと、しうとめがこわかった（女性） 

 ・改善みこめないから（女性） 

 ・発言が軽度な内容（だが今でも覚えてる！）（女性） 

 ・はずかしいと思ったから（男性） 

 ・自分で解決に努力し自然と解決（男性） 

 ・仕方ないと思う（女性） 

 ・昔の人間だから、何を言ってもかえって後が大変になる。相談する人がいなかった。

（女性） 
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（3）DV を受けたときに相談できる機関の周知度 

問 ４０ あなたは、夫婦や恋人の間で相手から暴力を受けたときに相談できる下記

の機関を知っていますか。（知っているものすべてに○）（項目一部変更） 

【図 40-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 40-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査では、前回調査の選択肢の一部を削除・統合し、新たに、「守山警察署」を選択肢に追加した。 

 

◆最も多いのが「守山警察署」で 51.3％、次いで「市の福祉・女性・人権相談窓口」

が 28.7％となっており、他の項目より多い割合となっている。また、「知らない」

と回答した人は 26.5％（前回 43.3％）となっており、4 人に 1 人はどこに相談して

よいのかわからないという状況になっている。 

 

5.7%

5.9%

4.1%

10.9%

22.1%

26.5%

11.7%

5.2%

43.3%

13.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

配偶者暴力相談支援センター

中央子ども家庭相談センター

彦根子ども家庭相談センター

県立男女共同参画センター

（Ｇ－ＮＥＴしが）

福祉事務所・保健所

市の福祉・女性・人権相談窓口

女性の人権のホットライン

（大津地方法務局）

犯罪被害者総合窓口

（ＮＰＯ法人おうみ犯罪被害者支援センター）

わからない

不明・無回答
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（4）女性に対する暴力をなくすためには 
  問 ４１ 性犯罪、売買春（いわゆる「援助交際」を含む）、ＤＶ（ドメスティック・

バイオレンス）、セクシュアルハラスメント（性的いやがらせ）、ストーカー行

為等、女性に対する暴力をなくすためにはどうしたらよいと思いますか。 

（○は３つまで）  （項目一部変更） 

【図 41-1】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※今回調査では、前回調査の選択肢の一部を統合した。 
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【図 41-2】前回調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆最も多いのが「犯罪の取り締まりを強化する」で 44.5％（前回 55.0％）、次い

で「法律・制度の制定や見直しを行う」が 39.2％（前回 39.6％）と続いている。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39.6%

55.0%

29.6%

36.5%

29.6%

37.5%

24.8%

15.6%

11.4%

10.7%

31.9%

4.4%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

法律・制度の制定や見直しを行う

犯罪の取り締まりを強化する

被害者のための民間シェルター

や保護施設を整備する

被害者のための相談窓口を拡充する

相談窓口を広くＰＲする

警察官や弁護士などに女性を増やし、

相談しやすくする

学校における男女平等を推進する

教育・学習を充実させる

家庭における男女平等を推進する

教育・学習を充実させる

被害者を支援し、暴力に反対する

市民活動を盛り上げる

メディアが倫理規定を強化する

過激な内容の雑誌、ビデオソフト、ゲーム

ソフト等の販売や貸出を制限する

その他

不明・無回答
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９．男女共同参画社会について 
（1）男女共同参画社会の実現に向けて市が力を入れるべき分野 
問 ４２  男女共同参画社会を実現し、より豊かな野洲市をつくっていくために、今

後、どのようなことに力をいれていくべきだと思いますか。 

（○は３つまで）  

【図 42-1】 
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【図 42-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆最も多いのが「安心して働くための保育サービス、学童保育所を充実する」で 52.1％

（前回 51.0％）、次いで「高齢者や病人に対する介護サービスを充実する」が 45.4％

（前回 40.4％）と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.2%

22.3%

29.2%

51.0%

10.7%

40.4%

8.0%

7.3%

13.8%

10.4%

1.6%

2.6%

4.6%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男女共同参画意識を育てるため

の学校教育を充実させること

生涯学習の場でも男女共同参画に

ついての理解をうながすこと

職場での待遇が男女で不平等にならない

よう企業に働きかけること

安心して働くための保育サービス、

学童保育所を充実させること

女性が職場で能力を発揮できるように

教育や訓練を充実させること

高齢者や病人に対する介護

サービスを充実させること

審議会委員など方針決定の場

への女性の参加を推進すること

母性保護のため女性の

健康対策を推進すること

広報誌やﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄなどで男女共同参画に

ついて多くの人に理解してもらうこと

いろいろな分野での活動のリーダー

となる女性を養成すること

その他

特にない

わからない

不明・無回答
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（2）男女共同参画の拠点施設に期待する役割 

問 ４３ あなたは今後、男女共同参画の拠点施設として、市人権センターにどのよう

なことを期待しますか。（○は３つまで） （項目一部変更） 

【図 43-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査では、前回調査の選択肢の一部を統合した。 
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【図 43-2】前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「いつでも気軽に立ち寄れる交流の場の提供」が 41.1％（前回 30.8％）で最も多く、次

いで「各種相談体制の充実（男女共同参画相談員による相談）」が 39.2％（前回 26.4％）

となっている。 

 

 

18.6%

23.9%

26.4%

17.4%

3.7%

14.0%

9.9%

20.4%

30.8%

9.1%

2.0%

8.5%

11.9%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40%

講演会、研修会などの開催

地域で活躍できるリーダーの養成

各種の相談体制の充実

（男女共同参画相談員による相談）

情報・資料の収集と発信

図書・資料室の充実

情報誌の発行

インターネットを活用した情報の提供

市民の自主的な学習活動、

文化活動に利用できる場の提供

いつでも気軽に立ち寄れる交流の場

男女共同参画に関する調査、

研究機能

その他

特にない

わからない

不明・無回答
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